4月6日（水）

「災害支援」
　今日はチャクリー王朝記念日というタイの祝日で実習は休みでした。

自分たちが来る前の週にタイの南部で大雨が続き、洪水災害が起こっており、この日病院のスタッフと医学生の一部がボランティアに行くということで、自分たちも同行しました。
朝6時集合。水、食料、洋服など多くの物資を積み込んで、大型バス2台で出発。向かったのはハジャイから北にバスで4時間のナコーンシータマラートというところ。

崖崩れや壊れた橋などあちらこちらに災害の爪あとが残っていました。そこで自分たちに与えられた役割は、救援物資の分類・運搬と被災者の血圧チェック。
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タイの学生がタイではこういう災害のときの支援経験があまりなく、スムーズに事を運ぶことができないと言っていましたが、救援物資の置く場所があちらこちらと変わったり、救援物資の配分が早い者勝ちで均等でなかったり、ヘルスチェックの場所がなかなか定まらなかったり、用意していたというよりは、とりあえず行ってから活動の詳細を決めているような印象を受けました。日本も今まさに災害支援の最中ですが、なかなかこういう支援というものは難しいものだと改めて思いました。
　力仕事と暑い中での野外診療で白衣は汗と埃でどろどろ。くたくたになりながら帰宅したのは9時過ぎ。寮の近くで少し軽食を摂ってこの日はすぐに寝ました。　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：天満雄一
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